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１．新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方（国の方針）

■ 文部科学省「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について（最終報告）」

出典：文部科学省（2022.3）「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について（最終報告）」



児童生徒一人ひとりの理解度に応じた「個別
最適な学び」を推進しています。
ドリルソフトを活用し、AIが自動で問題の難

易度を調整することで、苦手克服や学力向上を
支援。さらに自由進度学習を導入し、自分の
ペースで学習を進められる環境を整備していま
す。
これにより、得意を伸ばし、つまずきを自ら

乗り越える力を育成しています。
教師は学習履歴を活用し、個別に寄り添った

指導を行っています。

児童・生徒が互いに協力しながら学ぶ「協働
学習」を推進しています。
小・中学校では地域課題や国際テーマをグ

ループで調査・発表する学習を実施し、ICT教
材も活用しています。
特に「知識構成型ジグソー法」による学びで

は、個別の学習と協働的対話を組み合わせ、深
い理解を促進しています。

児童生徒が主体的に課題を見つけ、調査・協
働・発表する探究学習を推進しています。
小中学校では地域課題や国際理解をテーマに

発表会を開催し、高校では市や大学と連携した
実践的な活動を実施。
ICTやAI教材も活用し、個別最適な学びと協

働的・探究的な学びの融合を図っています。
市教育委員会では、探究を軸とした学びの充

実に向け、高砂STEAM教育の推進と産官学連携
体制の構築を進めています。

子どもの学びのツールとしてICTを積極的に
活用しています。タブレットやドリルソフトを
使い、個別最適な学びや協働的な学びを支援し、
主体的な学習姿勢を育てています。
また、教師の校務もICTで効率化を図り、成

績処理やアンケート集計、教材共有などをDX化
することで事務負担を軽減。
その結果、子どもと向き合う時間の確保や、

より質の高い授業づくりにつなげています。
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２．高砂市の特色ある取組

【探究的な学び】

【協働的な学び】

【個別最適な学び】

【GIGAスクール】

③ 個別最適・協働的、探究的な学び【高砂版】①学校教育ビジョン【Start a Movement】
• 高砂市では、学校教育ビジョンにおいて「子どもが主役の学び」「ほっとかへん学び」

「地域とともにある学び」を掲げて取り組んでいます。

② 高砂STEAM教育について
• 高砂STEAM教育は、地元企業や行政と連携し、実社会、本物に触れ、探求する活動をする機

会を増やします。

• 身近な地域から課題を発見し、課題に対する情報収集や分析を行い、チームで探求し、課
題を解決させ、子どもたちの成功体験につないでいきます。

収集・整理・
分析

課題発見

チーム探究 プレゼンテーション創造 → 振り返り
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出典：文部科学省（2010.1）「新たな学校施設づくりのアイデア集」

（参考）他市事例 個別最適な学び
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出典：文部科学省（2010.1）「新たな学校施設づくりのアイデア集」

（参考）他市事例 協働的な学び
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出典：文部科学省（2010.1）「新たな学校施設づくりのアイデア集」

（参考）他市事例 探究的な学び
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出典：文部科学省（2010.1）「新たな学校施設づくりのアイデア集」

（参考）他市事例 探究的な学び
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（参考）他市事例 ＩＣＴ教育

■埼玉県川越市立月越小学校

『１人１台端末だからこそ児童が協力しながら意欲的に取組めるプログラミング教育の実践』

⇒プログラミングを通じて、協力・経験等をすることで、お互い意欲的に取り組み、自然に協力している

出典：文部科学省「学校DX戦略アドバイザーオンライン研修会」


